
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
何
か
を
ね

忘
れ
た
こ
と
は

覚
え
て
る
）
（
ス
ト
レ
ス
の

経
過
は
出
な
い

診
断
書) 

（
天
高
く

ベ
ル
ト
に
浮
か
ぶ

医
師
の
顔
）
（
言
葉
よ
り

別
れ
の
予
感

絵
文
字
な
し
）

建
は
先
送
り
と
な
る
。

野
党
は
、
加
計
の
問
題

を
め
ぐ
り
憲
法

53
条
の

規
定
に
基
づ
い
て
に
臨
時

国
会
召
集
要
求
を
６
月
に

提
出
し
た
と
さ
れ
る
。

３
カ
月
間
放
っ
て
お

き
、
論
戦
な
く
冒
頭
解
散

し
た
こ
と
は｢

疑
惑
隠
し

追
求
逃
れ｣｢

大
義
な
き｣

｢

党
利
党
略
自
己
保
身｣

解

散
と
い
い
た
い
。

９
月

25

日
、
前
魚
沼
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安
倍
首
相
は
、
９
月

25
日(

月)
の
記
者
会
見

で
、

28
日
の
臨
時
国
会

の
冒
頭
で
衆
議
院
を
解
散

す
る
と
表
明
し
た
。

解
散
の
理
由
は
、
消
費

税
率

10
％
に
引
き
上
げ

る
際
の
、
増
収
分
の
使
途

を
変
更
し
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
な
ど
に
２
兆
円
規

模
を
振
り
向
け
る
こ
と
の

信
を
問
い
た
い
と
し
た
。

こ
の
こ
と
で
国
の
財
政
再
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議
と
の
意
見
交
換
会
を
９

月

14
日(

木)

午
後
６
時

30
分
か
ら
行
っ
た
。

こ
の
意
見
交
換
は
、
要

望
を
取
り
ま
と
め
た
段
階

で
行
っ
て
お
り
、
連
合
中

越
地
協
か
ら
は
、
矢
島
議

長
、
横
澤
副
議
長
、
羽
賀

副
議
長
、
松
野
副
議
長
と

小
林
事
務
局
長
が
出
席
し

た
。会

議
で
は
矢
島
議
長
、

小
坂
井
、
五
十
嵐
両
市
議

挨
拶
後
、
横
澤
副
議
長
が

要
望
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
説
明
し
、
両
市
議
か
ら

内
容
の
確
認
や
現
状
を
教

示
い
た
だ
い
た
。
要
望
は

10
月
以
降
提
出
す
る
。 

 

成
組
織
や
組
合
員
数
、
幹

事
会
役
員
数
な
ど
統
一
的

で
な
い
。
労
働
者
福
祉
協

議
会
や
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も

｢

兼
務｣

、｢

全
く
別｣

と

様
々
。
そ
の
様
な
中
で
、

連
合
が
地
域
で
働
き
暮
ら

す
た
め
の
課
題
を
如
何
に

解
決
し
、
存
在
意
義
を
高

め
て
い
く
か
が
あ
ら
た
め

て
問
わ
れ
て
い
る
時
代
と

い
え
る
。

連
合
中
越
地
協
は
、
次

年
度
長
岡
市
へ
の
要
望
事

項
取
り
ま
と
め
に
向
け
、

小
坂
井
市
議
と
五
十
嵐
市

た
い｣

と
述
べ
た
。

早
速
、
新
妻
連
合
本
部

組
織
拡
大
・
組
織
対
策
局

長
が｢

地
協
活
動
の
現
状

と
課
題｣

と
し
て
、｢

地
方

連
合
会
・
地
域
協
議
会
改

革
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯｣

や｢

次
期
運
動
方
針｣

、

｢

連
合
運
動
に
お
け
る
地

域
活
動
の
あ
り
方｣

等
に

つ
い
て
問
題
提
起
し
た
。

こ
の
問
題
提
起
を
受
け

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

各
地
域
協
議
会
の
現
状
や

問
題
意
識
、
課
題
と
対
応

に
つ
い
て
意
見
交
換
し

合
っ
た
。

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
お

け
る
地
域
協
議
会
は
、
構

進
出
や
子
育
て
環
境
な
ど

の
実
際
の
厳
し
さ
を
あ

げ
、｢

女
性
な
ら
で
は
の

視
点
で
の
政
策
で
社
会
を

変
え
た
い｣

こ
と
、
安
倍

政
権
に
対
し
て
は｢

国
民

の
意
見
を
聞
か
ず
、
一
方

的
な
姿
勢
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
る｣

、｢

い
ろ
い

ろ
な
問
題
を
残
し
た
ま
ま

で
、
た
だ
し
た
い｣

な
ど

と
述
べ
て
い
た
。

記
者
会
見
後
に
は
、
矢

島
連
合
中
越
地
協
議
長
も

加
わ
り
地
元
で
応
援
す
る

団
体
、
市
民
が
集
っ
て
の

記
者
会
見
が
持
た
れ
、
大

平
氏
を
支
援
し
て
行
く
こ

と
が
表
明
さ
れ
た
。

長
は
開
催
に
あ
た
り｢

地

域
で
働
く
人
の
立
場
を
行

政
に
反
映
す
る
こ
と
。
連

合
結
成

30
年
以
降
の
連

合
に
つ
い
て
。
地
域
協
議

会
統
合
後
の
地
域
協
議
会

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

等
の
情
報
交
換
を
期
待
し

市
長
の
大
平
悦
子
氏
が
長

岡
市
内
で
記
者
会
見
を

行
っ
た
。
会
見
に
は
、
鷲

尾
衆
院
議
員(

民
進
党
新

潟
県
連
代
表)

、
小
山
県

議(

社
民
党
党
県
連
代
表)

と
齋
藤
連
合
新
潟
会
長
や

矢
島
連
合
中
越
地
協
議
長

等
が
同
席
し
た
。

大
平
氏
か
ら
は｢

地
元

の
出
身
者
と
し
て
地
域
の

想
い
を
訴
え
て
い
き
た

い
」
と
出
馬
を
表
明
。
ま

た
、｢

将
来
的
に
は
原
発

ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
考
え

方
も
民
進
党
、
社
民
党
と

も
一
致
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
他
に
女
性
の
社
会

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
２

０
１
７
年
度
地
域
協
議
会

活
動
推
進
会
議
が
、
９
月

６
日(

水)

午
後
１
時
か
ら

ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で

開
か
れ
た
。

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
連

合
福
井
、
石
川
、
富
山
、

新
潟
の
４
県
で
構
成
し
、

議
長
や
事
務
局
長
等

30

名
程
が
集
い
、
中
越
地
協

か
ら
は
矢
島
議
長
と
小
林

事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

土
肥
連
合
富
山
事
務
局
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衆
議
院
が
解
散
し
、
第
48
回
衆
議
院
選
挙
が
10
日
公
示
、
22
日
投
開
票
で

施
行
さ
れ
る
。
連
合
新
潟
は
、
９
月
23
日
に
政
治
セ
ン
タ
ー
会
議
お
よ
び
同
日

の
執
行
委
員
会
で
、
前
魚
沼
市
長
の
大
平
悦
子
氏
を
連
合
本
部
に
推
薦
申
請

し
、
連
合
本
部
は
27
日
の
中
央
執
行
委
員
会
で
推
薦
決
定
し
た
。

第４８回衆議院選挙、１０月１０日公示、２２日投開票

９月２８日の臨時国会冒頭で解散、連合新潟は大平氏を推薦

政
策
福
祉
担
当
者
会
議

推
薦
２
議
員
と
意
見
交
換

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ

ム

in
長
岡
の
基
調
講
演
の
講

師
、
高
橋
な
ん
ぐ
さ
ん
の
著
書

「
米
十
俵
」
が
新
潟
日
報
の
書

籍
売
り
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
県

内
三
カ
所
と
も
一
位
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
本
の
一
節
、｢

『
一

人
じ
ゃ
な
い
』
に
は
二
つ
の
意

味
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

『
一
人
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
』
と

い
う
勇
気
を
肯
定
し
て
く
れ
る

も
の
と
『
一
人
で
や
っ
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
』
と
い
う
自
分
勝

手
さ
を
否
定
す
る
も
の
。｣

。

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
テ
ー
マ｢

連
帯
社
会(

連
帯
・

協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の

福
祉
社
会
の
実
現)

｣

を
わ
か
り

や
す
く
表
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
▼
別
の
表
現
で
白
波
瀬
佐
和

子
さ
ん(

東
京
大
学
教
授)

は｢

お

互
い
さ
ま
社
会｣

の
創
出
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
中
で

は
、
一
人
だ
け
で
は
絶
対
に
生

き
て
い
け
ま
せ
ん
。
人
と
人
は

つ
な
が
っ
て
い
る
し
、
自
分
も

そ
の
つ
な
が
り
の
中
で
助
け
ら

れ
て
い
る
。
自
分
が
他
人
を
助

け
る
こ
と
が
、
一
方
的
に
損
を

す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
少
し
で
も
言
葉
の
上
に

あ
ら
わ
し
た
か
っ
た
と
い
う
気

持
ち
が
あ
っ
て｢

お
互
い
さ
ま｣

と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な

に
環
境
や
立
場
は
異
な
っ
て
い

て
も
、
社
会
の
中
で
は
、
ど
こ

か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
想
像
力
を
培
う
こ
と
が
重

要
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
▼
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
豊
か
な
社

会
的
想
像
力
を
培
う
一
助
に

な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。｢

組

合
員
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
運
動
に

参
画
し
、
非
経
済
的
価
値
の
中

で
汗
を
流
す
社
会
人
と
し
て
の

表
情
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

企
業
と
い
う
帰
属
組
織
の
窓
か

ら
の
み
社
会
を
見
る
の
を
や
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。｣(

連

合
評
価
委
員
会
最
終
報
告
よ
り)

副議長

横澤勝之≪№259≫

   東蔵王２

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

地
域
協
議
会
活
動
推
進
会
議
を
開
く
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
す
ぐ
キ
レ
る

妻
よ
見
習
え

Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
（
体
操
に

合
い
の
手
入
れ
る

あ
い
た
た
た
）
（
ク
ラ
ス
会

あ
の
マ
ド
ン
ナ
が

デ
ラ
ッ
ク
ス) 

（
違
う
道

あ
っ
た
だ
ろ
う
か

秋
刀
魚
焼
く)
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連合中越加盟単組紹介
― 越後交通労働組合・本社支部―
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越後交通は、長岡の千秋が原ビルに本社を置き、中越

地区各地に各営業所があります。その中で、越後交通労

組本社支部は本社内にあり、事務員24名で構成されてい

ます。

会社としては、乗合バス事業、観光バス事業、また観

光バスによる旅行事業等を展開しております。乗合バス

及び観光バスの乗務員不足や、平成24年4月に発生した高

速ツアーバスの事故によって浮き彫りとなった貸切バス

市場の問題の深刻化等が課題となりますが、日々その課

題と向き合い改善に取り組んでおります。

 また、組合と

してはボーリ

ング大会や旅

行等を通して

組合員同士の

親睦を深めて

おります。

 これからも活

動内容を更に

充 実 さ せ、意

義あるものにしていくため組合員同士、士気を高め合い

ながら取り組んでいきます。


